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東秩父村合併６０周年に併せて、
道の駅が誕生しました！

（記念行事 １０月３０日開催　
　　　　記事については１２月号掲載予定）

東秩父村合併６０周年に併せて、
道の駅が誕生しました！

（記念行事 １０月３０日開催　
　　　　記事については１２月号掲載予定）

～歴史がまたひとつ、村に刻まれました～

新たな出発点、ここから…
「道の駅和紙の里ひがしちちぶ」完成
新たな出発点、ここから…
「道の駅和紙の里ひがしちちぶ」完成

編集発行　平成28年11月１日　東秩父村役場（ 　 0493 -82-1221 )

http://www.vil l .higashichichibu.saitama.jp/
（法人番号　１００００２０１１３６９７）



一般会計 歳入
20億2,056万円

平成27年度一般会計の状況
歳入総額　２０億２，０５６万円
歳出総額　１８億６，４８３万円
差し引き　　１億５，５７３万円
　　　　　　　の黒字決算となりました。

 特別会計の決算状況

国民健康保険 ５億7,468万円  ５億3,291万円　 4,177万円

介 護 保 険 ４億6,357万円  ４億4,536万円　 1,821万円

浄化槽設置管理　    3,981万円        3,722万円　   259万円

後期高齢者医療　    3,226万円        3,184万円　     42万円

簡 易 水 道   9,061万円        8,596万円　   465万円

    会 計 区 分　　  収入済額　　   支出済額　 歳入歳出差引額

県支出金
9,448
5%

地方譲与税
2,226
1%

その他
7,621　4%

単位：万円

国庫支出金
11,739　6%

交付金
6,149
3%

繰越金
10,526
 5%

村税
24,793　
12%

村債
7,430
4%

27

平
成　

年
度 

決
算
報
告

歳　

入

地方交付税
116,919　52%
地方交付税
116,919　58%

　

平
成
27
年
度
決
算
が
９
月
に
開
催
さ
れ
た
村
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
で
は
、
歳

入
総
額
が
20
億
２
０
５
６
万
４
１
０
８
円
、
歳
出
総
額
が
18
億
６
４
８
２
万
９
６
７
９
円
で
、
差
し
引
き

１
億
５
５
７
３
万
４
４
２
９
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
、
28
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
26

年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
で
６
４
８
４
万
９
１
５
２
円
（
３
・
11
％
）
、
歳
出
で
１
億
１
５
３
２
万
６

０
４
３
円
（
５
・
82
％
）
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

て
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方
交

付
税
や
、
村
の
要
で
あ
る
村
税
の
ほ

か
、
各
交
付
金
等
の
費
目
で
増
額
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
な
費
目
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
財
源
不
足
を
補

う
た
め
国
か
ら
交
付
さ
れ
、
村
の
歳

入
の
骨
格
と
な
っ
て
お
り
、
26
年
度

に
比
べ
約
８
３
０
１
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
税
は
、
村
民
の
皆
さ

ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
固
定
資
産
税
や
住
民
税

で
、
村
の
自
主
財
源
の
ほ

と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
も

の
で
す
。
26
年
度
に
比
べ

約
１
１
８
０
万
円
の
増
額

で
す
。

　

村
債
は
、
村
が
事
業
を

行
う
う
え
で
、
財
源
不
足

を
補
う
た
め
の
借
入
金
で
、

将
来
交
付
税
措
置
さ
れ
る

有
利
な
特
例
地
方
債
（
臨

時
財
政
対
策
債
）
を
借
入

れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は

抑
制
さ
れ
た
た
め
、
26
年

度
に
比
べ
約
５
０
０
０
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

繰
入
金
は
、
主
に
財
源

不
足
を
補
う
た
め
に
基
金

を
取
り
崩
し
て
繰
り
入
れ

た
も
の
で
す
。
こ
ち
ら
は

26
年
度
に
比
べ
約
１
６
３

　

平
成
27
年
度
は
、
26
年
度
と
比
較

し
て
、
歳
入
が
約
６
４
８
５
万
円
の

減
少
と
な
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

な
る
な
か
、
歳
入
に
見
合
っ
た
行
政

運
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
26
年
度
と

比
較
し
て
、
国
庫
支
出
金
等
に
お
い

７
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

繰
越
金
は
、
前
年
度
か
ら
引
き
継

が
れ
る
費
目
で
あ
り
、
26
年
度
に
比

較
し
て
約
８
９
２
２
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

繰入金
5,205  2%



性質別 歳出

18億6,483万円

一般会計 歳出

18億6,483万円

単位：万円

公債費
10,065  
 5％

消防費
12,578
 7％

農林水産費
　4,532　2％

土木費
9,372
5％

議会費 
 4,730　2％

歳出を性質別でみると

人件費
40,151
 21％

補助費等
30,388
16％

物件費
36,698
19％

普通建設
事業費
19,504
11％

公債費
10,065
 5％

積立金等
13,948
 8％

扶助費
12,213
 7％

維持補修費
  1,482   1％

繰出金
22,034
12％

総務費
42,571  
23％

民生費
23,819
13％

衛生費
29,442　
16％

教育費
14,895
 8％

諸出金
25,696
14％

　平成２７年度も、経費削減に努めたことにより歳出が抑えられたため、基金
現在高が約８,９００万円増加しました。

基金残高の状況

その他

（単位：百万円）

財政調整基金
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東秩父村の健全化判断比率

（摘要）早期健全化基準の数値を超えた場合、財政健全化のための是正措置が必要
　　　　となります。赤字がないため、実質赤字比率と連結実績比率は「ー」で記
　　　　載されます。将来負担比率は算定されないため「ー」で記載されます。

　平成２７年度決算に基づいて算定された東秩父村の健全化判断比率は下表のとおりです。

区　　　　　　　     分　　　　　　　　 東秩父村  　早期健全化基準

　　　　　　　実質赤字比率
一般会計（※）の赤字から財政運営深刻度をみる比率（※村の
一般会計等とは、一般会計およびバス会計をあわせたもの）

　　　　　　連結実質赤字比率
全会計の赤字から財政運営深刻度をみる比率

　　　　　　 実質公債費比率
借金の返済額等の大きさから資金繰りの危険度をみる比率

（この比率は当該年度と過去２ヵ年の３ヵ年の平均値を算出）

　　　　　　  将来負担比率
村が抱える負債の残高から将来財政への圧迫度をみる比率

－

－

  0.5％

－

15％

20％

25％

350％

歳　

出

1217

497
539

1309

377

1407

商工費
8,783　5％

　

義
務
的
経
費
と
い
わ
れ
る
人
件
費
、

公
債
費
、
扶
助
費
の
総
額
は
、
歳
出

全
体
の
34
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

26
年
度
と
比
較
し
て
、
人
件
費
が

約
３
５
６
万
円
、
公
債
費
が
約
４
９

２
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

扶
助
費
が
約
９
３
０
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

総
額
を
26
年
度
と
比
較
す
る
と
、

約
81
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
で
あ
る
普
通
建
設
事

業
の
総
額
は
約
１
億
９
５
０
４
万
円

で
、
26
年
度
と
比
較
し
て
約
１
億
４

６
３
９
万
円
の
減
額
で
す
。

　

こ
れ
は
、
お
も
に
26
年
度
を
も
っ

て
村
道
４
２
７
１
号
線
の
道
路
改
築

工
事
（
ふ
れ
あ
い
橋
新
設
）
、
村
内

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
が
完
了

し
た
た
め
、
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

27
年
度
の
事
業
は
、
バ
ス
ハ
ブ
化
に

伴
う
施
設
工
事
関
係
の
設
計
業
務
、

役
場
屋
上
に
設
置
し
た
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
等
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

そ
の
他
の
経
費
と
し
て
は
、
補
助

費
等
、
物
件
費
、
繰
出
金
、
積
立
金

等
、
維
持
補
修
費
が
あ
り
、
総
額
で

約
10
億
４
５
５
１
万
円
、
26
年
度
と

比
較
し
て
約
３
１
８
７
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

426

1457



　

平
成
27
年
度
東
秩
父
村
一
般
会
計

ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

合
併
浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
、
後
期

高
齢
者
医
療
、
簡
易
水
道
事
業
の
５

つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
７
９
７
万
８
０
０

０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
22
億
７
９
１
９
万
６
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
２
０
６
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
５
億
２
２

０
６
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
３
７
５
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、

　

９
月
14
日
、
15
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
９
月
村
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
は
、
平
成
27
年

度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
５
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
認
定
を
含
む
17
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
議
会
定
例
会
決
算
認
定
な
ど

17
議
案
を
審
議
・
可
決

決
算
認
定

補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
４
億
８
６

９
１
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

３
９
３
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
９
０
３
３

万
７
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

（
東
秩
父
村
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
）

（
内
容
）
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条

の
２
第
６
項
及
び
東
秩
父
村
和
紙
の

里
関
連
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
第

４
条
並
び
に
東
秩
父
村
文
化
財
保
存

施
設
等
の
設
置
及
び
管
理
条
例
第
３

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
秩
父
村
和

紙
の
里
関
連
施
設
並
び
に
東
秩
父
村

文
化
財
保
存
施
設
等
の
指
定
管
理
者

を
指
定
し
た
の
で
、
そ
の
承
認
を
求

め
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
技
術
利
用
に
関
す
る
条
例

条
例
改
正
等

制
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
東
秩
父
村
行
政
手
続
等
に

お
け
る
情
報
通
信
技
術
利
用
に
関
す

る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
農
業
委
員
会
の
委
員
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定

数
を
定
め
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
東
秩
父
村
農
業
委
員
会
の

委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
道
の
駅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
東
秩
父
村
和
紙
の
里
を
道

の
駅
に
登
録
す
る
こ
と
に
伴
い
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
東
秩
父
村
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
和
紙
の
里
関
連
施
設
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
和
紙
の
里
バ
ス
ハ
ブ
化
事

業
に
伴
い
、
農
産
物
直
売
所
を
和
紙

の
里
に
設
置
す
る
た
め
、
東
秩
父
村

和
紙
の
里
関
連
施
設
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

（
内
容
）
東
秩
父
村
和
紙
の
里
農
産

物
販
売
所
新
築
工
事
の
請
負
契
約
変

更
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

福
島　

重
次
議
員

質
問　

１
期
目
の
成
果
と
２
期
目
の

所
信
に
つ
い
て

（
内
容
）
足
立
村
長
当
選
後
の
平
成

24
年
９
月
議
会
に
お
い
て
、
村
政
運

営
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
村
長

は
４
年
前
、
就
任
す
る
に
あ
た
っ
て

８
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
村
政
を

執
行
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

１
、
村
長
の
給
料
を
30
％
カ
ッ
ト
し

ま
す
。

２
、
子
育
て
し
や
す
い
村
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

３
、
若
者
の
定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

４
、
廃
校
施
設
の
有
効
利
用
を
図
り

ま
す
。

５
、
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
村
を
目

指
し
ま
す
。

一
般
質
問

６
、
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

７
、
防
災
に
強
い
村
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

８
、
ゴ
ル
フ
場
の
跡
地
の
活
用
を
図

り
ま
す
。

①
１
期
目
の
決
算
に
あ
た
っ
て
の
自

己
採
点
に
つ
い
て

答
弁　

前
回
の
村
長
選
挙
戦
で
掲
げ

た
８
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
「
村
長
給
料

の
30
％
カ
ッ
ト
、
子
育
て
し
や
す
い

村
づ
く
り
、
若
者
の
定
住
促
進
、
旧

西
小
学
校
の
廃
校
施
設
の
有
効
活
用
、

お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
、

医
療
の
充
実
、
防
災
に
強
い
村
づ
く

り
、
ゴ
ル
フ
場
跡
地
の
活
用
」
を
掲

げ
ま
し
た
が
、
８
つ
目
の
企
業
誘
致

の
他
は
お
お
む
ね
成
し
遂
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、

・
子
育
て
支
援
で
は
、
保
護
者
の
負

　

担
を
軽
減
す
る
、
出
産
祝
い
金
の

　

支
給
や
給
食
費
の
助
成
を
実
施
し

　

て
ま
い
り
ま
し
た
。

・
定
住
促
進
や
空
き
家
対
策
で
は
、

　

平
成
27
年
度
か
ら
家
屋
リ
フ
ォ
ー

　

ム
の
補
助
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

交
付
要
件
を
満
た
す
工
事
費
の
１

　

／
２
を
限
度
と
し
て
、
最
高
30
万

　

円
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

・
旧
西
小
学
校
の
跡
地
利
用
で
は
、

　

地
元
の
議
員
さ
ん
を
始
め
学
識
経

　

験
者
や
区
長
さ
ん
の
ご
提
案
を
戴

　

き
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
誘



　

致
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
一

　

般
公
募
に
よ
り
複
数
の
社
会
福
祉

　

法
人
に
手
を
挙
げ
て
頂
き
、
現
在

　

県
の
審
査
中
で
す
。

・
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り

　

や
、
医
療
の
充
実
で
は
、
高
齢
者

　

対
策
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

予
防
接
種
や
住
民
健
診
の
無
料
化

　

に
よ
り
、
健
診
受
診
者
等
の
増
加

　

が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
病
気
の

　

予
防
や
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
こ

　

と
で
医
療
費
の
軽
減
が
図
ら
れ
る

　

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

・
ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
も
あ
り
ま

　

し
た
、
小
川
消
防
署
東
秩
父
分
署

　

の
建
設
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
平

　

成
29
年
度
に
完
成
す
る
運
び
と
な

　

る
ご
報
告
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

　

す
。

②
２
期
目
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
所
信

に
つ
い
て

答
弁　

村
長
２
期
目
の
所
信
に
つ
き

ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
信
頼
に
感
謝
を
し
つ
つ
、
村

民
の
一
人
ひ
と
り
の
目
線
に
立
っ
て
、

責
任
と
実
行
力
の
あ
る
政
治
を
志
し
、

『
公
平
・
公
正
』
を
旨
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

政
策
の
理
念
を
持
続
可
能
な
「
地

域
づ
く
り
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
が
、
小
さ
な
村
づ
く
り
の

仕
事
は
「
防
災
・
医
療
・
雇
用
対
策

・
学
校
や
地
域
」
を
新
し
い
時
代
の

要
請
に
対
応
す
る
た
め
の
、
山
積
の

問
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
す
で

に
様
々
な
事
業
を
手
が
け
て
お
り
ま

す
の
で
具
体
的
な
例
を
申
し
上
げ
ま

す
と
、
観
光
拠
点
と
し
て
「
和
紙
の

里
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
に
併
わ
せ
道

の
駅
「
和
紙
の
里
ひ
が
し
ち
ち
ぶ
」

を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
と
も
に
、
村
の

重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
「
手
漉
き
和

紙
技
術
後
継
者
の
育
成
」
を
行
う
な

ど
、
ソ
フ
ト
事
業
に
も
力
を
注
ぐ
こ

と
で
、
和
紙
の
里
の
集
客
増
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
観
光
客
が
何
度
で

も
足
を
運
び
訪
れ
た
く
な
る
、
「
和

紙
の
里
づ
く
り
」
と
な
る
も
の
で
、

私
の
悲
願
の
道
づ
く
り
で
も
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
お
よ

び
子
ど
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
継
続
で
き

る
よ
う
、
地
域
で
見
守
る
「
東
秩
父

村
地
域
見
守
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
平
成
29
年
度
中
に
設
立
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

結
婚
、
子
育
て
環
境
を
整
え
る
地

域
の
拠
点
づ
く
り
は
、
小
さ
な
自
治

体
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、
村
民
の

熱
き
思
い
が
形
と
な
り
確
か
な
政
策

へ
と
つ
な
が
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り

が
実
践
の
中
で
誇
り
を
持
っ
て
創
り

あ
げ
て
行
く
戦
略
を
こ
う
じ
て
、
持

続
可
能
な
「
地
域
づ
く
り
」
を
進
め

る
と
共
に
、
平
成
26
年
11
月
に
は
、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
地
方
創
生  

法
」
が
、
公
布
、
施
行
さ
れ
、
平
成

28
年
３
月
に
は
「
東
秩
父
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が

作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
国
が
取
り
組
ま
れ
て

お
り
ま
す
、
「
国
民
一
人
ひ
と
り
が

輝
け
る
１
億
総
活
躍
社
会
」
へ
の
提

言
を
重
く
受
け
止
め
て
努
め
て
い
き

ま
す
。

　　　　　　　お詫びと訂正
　平成２８年９月号および１０月号に誤りがありましたのでお詫びし
て訂正します。
①平成２８年９月号　６ページ：「宝くじ助成金で御堂川下区の太鼓
　および獅子頭を整備しました！」
　　誤　（財）自治総合センター　　正　（一財）自治総合センター
　　誤　獅子頭修理数量　１　　　　正　獅子頭修理数量　２
②平成２８年１０月号　１ページ：写真解説
　　誤　　敬老会主席者最高齢　　　正　敬老会出席者最高齢

　 「税を考える週間」
　１１月１１日（金）～１７日（木）は「税を考え
る週間」です。
　租税の意義や役割について、あらためて考えてみ
ませんか。
�税に関する情報は国税庁ホームページへ
　　　　　　　www.nta .go . j p

東秩父村教育委員会開催のお知らせ

　東秩父村教育委員会の会議を下記日程で開催します。
　　　　　　　　　　記
　　日　時　１１月１８日（金）
　　　　　　午後１時３０分から
　　場　所　役場２階新会議室
　　問合せ　教育委員会事務局
　　　　　　　 ８２－１２３０

平成28年分　
年末調整説明会のお知らせ
　平成２８年分給与所得に係る源泉所得税の年末調整
事務及び法定調書の記載方法について、次のとおり説
明会を開催いたしますのでお知らせします。

ご都合のよい会場へお越しください。
ご不明な点は秩父税務署までお問合せください。
秩父税務署　代表電話番号　　0494ー22ー4433
自動音声案内の「２」をお選びください。
税務署の担当部門におつなぎします。

開 催 日 開催時間 開　催　場　所

11月16日（水）
秩父市歴史文化伝承館
２階ホール

（秩父市熊木町8－15）

皆野町文化会館
大ホール

（秩父郡皆野町皆野1423）
11月25日（金）

午後２時

　　４時

〜

～～～～～

～～

～～～～～



消防署東秩父分署建
設住民説明会開催の
お知らせ
　平成２９年度に予定している小川消
防署東秩父分署の建設にあたり下記の
とおり住民説明会を開催いたしますの
でお知らせします。

日　時　11月８日（火）午後７時～
場　所　コミュニティセンターやまな
　　　　み大ホール
内　容　事業計画・工事概要の説明
　　　　質疑応答

問合せ　総務課　 ８２－１２２６

秋の全国火災予防運動
　１１月９日（水）～１５日（火）
◆重点目標

（1）住宅防火対策の推進
（2）放火火災防止対策の推進
（3）特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
（4）製品火災の発生防止に向けた取組の推進
（5）多数の者が集合する催しに対する火災予防指導
     等の徹底

◆防火ポスター展�
と　き　１１月９日（水）～１５日（火）開館時間内
ところ　小川町民会館（リリックおがわ）
内　容　火災予防をテーマにした小学４年生の作品

◆防火ポスター表彰式
と　き　１１月１２日（土）午前１０時から１１時まで
ところ　小川消防署講堂

　　消しましょう　
その火その時 その場所で�
住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
１ 寝たばこは、絶対やめる。
２ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使
　 用する。
３ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を
　 消す。
４ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
５ 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐため
　 に、 防炎品を使用する。
６ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等
    を設置する。
７ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近
    所の協力体制をつくる。
　　　　問合せ　小川消防署消防課　 72-3565
�　　　比企広域消防本部ホームページ
　　　　http//www.hiki-saitama.jp/119/

東秩父消防団特別点検
　東秩父消防団特別点検が行われます。

　日頃の訓練成果と消防技術の向上、消防団

相互の連携を深めることを目的として実施し

ます。

　当日は、部隊点検や分列行進などを実施し

ます。消防団員の勇姿をぜひご覧ください。

　日　時　１１月１３日（日）
　　　　　午前８時～
　場　所　ふれあい広場

　　サイレン吹鳴のお知らせ
　特別点検当日の午前６時にサイレンを鳴ら

します。火災とお間違えのないようご注意く

ださい。

　問合せ　小川消防署東秩父分署
　　　　　　 ８２－１２１５

　地震や武力攻撃などの発生時に備え、屋外スピーカーより情報
伝達訓練を行います。災害とお間違えのないようご注意ください。

①１１月４日（金）午前１０時頃に緊急地震速報が放送されます。

　放送内容は以下のとおりです。「（上り４音チャイム）

　只今から訓練放送を行います。［緊急地震速報チャイム音　緊急地震

　速報。大地震（おおじしん）です。大地震です。これは訓練放送です。］

　×３回　これで訓練放送を終わります。下り４音チャイム）」

③動かない！
　『ＨＯＬＤ ＯＮ！』

全国瞬時警報システム（J－ALERT）
訓練実施のお知らせ

①まず低く！
　『ＤＲＯＰ！』

②頭を守り！
　『ＣＯＶＥＲ！』

　緊急地震速報を見聞きしたときの行動は、まわりの人に声をかけなが

ら「周囲の状況に応じて、あわてずに、まず身の安全を確保する」こと

が基本です。

※シェイクアウト訓練とは、地震の際の安全確保行動１－２－３「まず

　低く、頭を守り、動かない」を身につける訓練です。

②１１月２９日（火）
　午前１１時頃に全国一斉情報伝達文が放送されます。
　放送内容は以下のとおりです。

　「（上り４音チャイム）［これは、テストです。］×３回

　下り４音チャイム）」

問合せ　総務課　 ８２－１２２６

シェイクアウト訓練をしてみましょう



細川紙・大河原和紙技術者研修生支援事業を実施します
　現在、東秩父村在住細川紙技術者協会正会員は３名、後継者とされる研修員が一人もいない状況で、

後継者の養成が急務であり、広く研修生を募り後継者として育成する必要があります。

　「細川紙・大河原和紙技術者研修生支援事業」を実施するにあたり、当事業の事前研修として「平

成２８年度細川紙・大河原和紙体験研修会」を開催し、東秩父村で紙漉き職人を目指す方（研修生）

を募集します。

　詳細については、東秩父村ホームページにてご確認ください。

※平成２９年度技術者研修生となるには、今回の事前研修の受講が必須となりますので希望される方は必ず受講してください。

　  心身軽やか運動教室
 ☆11月・12月の教室のお知らせ☆
　１１月は　「たっぷりストレッチ」１２月は　「エアロビ

クス」　を実施します。

「たっぷりストレッチ」では、普段使わない筋肉を気持ちよ

く伸ばしましょう。

「エアロビクス」は、適度に汗をかく程度の全身運動です。

どちらも参加者の様子を見ながらすすめ、年齢や体力によっ

てご自分で負荷を変えられるようアドバイスしますので、運

動の苦手な方や初めての方でも無理なく取り組めます。

　みんなで楽しく運動しましょう！

日　　時　　

 「たっぷりストレッチ」11月10日、17日、24日（木曜日）

　　　　　　　　　　　 午後１時30分～3時

 「エアロビクス」 11月28日、12月５日、19日、26日（月曜日） 

　　　　　　　  　午前10時～11時30分　　　　

会　　場　保健センター

もちもの　運動のできる服装、運動靴（内履き)、タオル、飲物　

講　　師　「たっぷりストレッチ」　近江　みよ子　先生

　　　　　「エアロビクス」　　　　下境　美香　先生

対　　象　おおむね３０歳～６５歳までの在住・在勤者

申込み・問合せ　保健センター　 　８２－１５５７

　※どちらも教室当日までにお申込みください。

　※継続コースの方はお申し込みの必要はありません。

認知症講演会を開催します
　認知症は今や誰もが関わる可能性のある身近な病気です。

認知症にならないためにはどうしたらよいのかと思ったこ

とはありませんか？

　今回は、認知症の予防についてのお話です。興味・関心

のある方、ぜひご参加ください。

日　　時　１２月１５日（木）　午後２時～３時３０分

場　　所　東秩父村保健センター　２階研修室

　　　　　駐車スペースが狭いため、駐車場は坂本グラウ

　　　　　ンドをご利用ください。

講　　師　介護老人保健施設みどうの杜　

　　　　　宮　香理先生（認知症サポート医）

内　　容　認知症の予防について

申 込 み　１２月２日（金）までに、地域包括支援センター

　　　　　（ 　８２-１１１６）へお申込みください。

寄せ植え教室を開催します！！
　ガーデニングベテランの方も初めての方も参加しません

か？

　必要な材料一式用意していただき、植え方や育て方の指

導をしていただきます。

日　　時　１１月２７日（日）午前１０時～正午

場　　所　コミュニティセンター「やまなみ」駐車場

講　　師　栗島　正道　氏

募集人数　村内在住または在勤の方　１５名

参 加 費　１,０００円（ひと鉢分の材料費になります）

持 ち 物　ビニール手袋

申 込 み　１１月１８日（金）までに教育委員会にお申し

　　　　　込みください。

　      申込み・問合せ　教育委員会　 ８２－１２３０

芸術文化ふれあい交流フェアを開催します！！
　細川紙の手漉き体験に参加してみませんか？

　細川紙手漉き和紙技術についての展示解説や手漉き体験

実演を行います。

日　　時　１１月２６日（土）午前１０時～午後２時３０分

　　　　　　　　　　　　　　　　 （午後２時受付終了）

場　　所　さいたま文学館（桶川市）

主　　催　東秩父村教育委員会・小川町教育委員会・細川

　　　　　紙技術者協会

参 加 費　５００円（手漉き体験実演に参加する場合）

講　　師　細川紙技術者協会会員

　  申込み・問合せ　教育委員会事務局　 ８２－１２３０

村内の農産物への放射性物質調査結果について
野菜の調査結果

　分析機関：一般財団法人東京顕微鏡院

　分析機関：一般財団法人埼玉県食品衛生協会検査センター

（注）「○.○」とは、検査機器で測定できる検出限界値（4.2～5.4
　　　　ベクレル／キログラム）未満であることを示す。

品　　目

サツマイモ

採   取   日

結果判明日

９月２６日

９月２９日

放射性物質（ベクレル／キログラム）

放射性
セシウム134

放射性
セシウム137

放射性
セシウム計
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村長・村議会議長交際費公開
今月は平成２８年７月から９月に支出された公債費です。

  月　日

７月17日

７月18日

８月５日

８月９日

８月14日

８月15日

８月17日

８月21日

９月20日

９月22日

　　　件　　　 　　　名

小川赤十字病院新中央病棟竣工式祝賀会

小川地方警察官友の会創設40周年記念式典祝賀会

秩父地域３議連総会交流会

小川地方交通安全協会運営検討会懇親会

皆野町秩父音頭まつり祝金

長瀞船玉まつり祝金

地方行政懇談会意見交換会

あきやま苑納涼祭祝金
埼玉県町村会町村長研修会意見交換会会費

第39回よこぜまつり会費

   　合　　　　　　計

5 , 0 0 0

5 , 0 0 0

2 , 0 0 0

1 0 , 0 0 0

5 , 0 0 0

5 , 0 0 0

6 , 0 0 0

5 , 0 0 0

4 , 0 0 0

3 , 0 0 0

5 0 , 0 0 0

金　  額

●村長交際費

  月　日

７月23日

８月14日

８月15日

８月17日

９月22日

　　　件　　 　　　　名

第42回比企生花組合主催花き共進会議長賞副賞代

皆野町秩父音頭まつり祝金

長瀞船玉まつり祝金

地方行政懇談会意見交換会

第39回よこぜまつり会費

   　合　　　　　　計

5 , 0 0 0

5 , 0 0 0

5 , 0 0 0

6 , 0 0 0

3 , 0 0 0

2 4 , 0 0 0

金　  額

●村議会議長交際費

（単位：円）

（単位：円）

　さいたま地方法務局と埼玉県人権擁護委員連合会

は、夫・パートナーからの暴力やストーカー行為な

ど、女性をめぐる様々な人権問題について、多くの

方に利用していただけるように、全国一斉「女性の

人権ホットライン」強化週間を設定し、専門相談電

話による相談を受け付けます。

日      　時　１１月１４日（月）から２０日（日）

時　      間　午前８時３０分から午後７時まで

　　　　      ＊ただし、１１月１９日（土）および

                     １１月２０日（日）は午前１０時か

                     ら午後５時まで

電 話 番 号　    ０５７０－０７０－８１０

相談担当者　法務局職員と人権擁護委員が対応しま

                  す（秘密は厳守します）。

問   合   せ　さいたま地方法務局人権擁護課

　　　　          ０４８－８５９－３５０７

電話相談窓口
○よい子の電話教育相談（２４時間３６５日対応）

　１８歳以下の子供専用（無料）＃７３００)

　または　０１２０－８６－３１９２

　保護者専用　０４８－５５６－０８７４

　Ｅメール相談　soudan@spec.ed.jp　　　　　　　　

　いじめメール相談フォーム（上のコードから入れます）

○ヤングテレホンコーナー

　（埼玉県警察少年サポートセンター）

　（月～土／祝日・年末年始を除く　８時３０分から

　　１７時１５分）　　０４８－８６１－１１５２

○子どもスマイルネット

　（毎日／祝日・年末年始を除く　１０時30分～18時）

　　　０４８－８２２－７００７

全国一斉「女性の人権
ホットライン」強化週
間の実施について

全国一斉「女性の人権
ホットライン」強化週
間の実施について

11月は「いじめ撲滅強調月間」です
　埼玉県は、１１月を「いじめ撲滅強調月間」に制定し、い

じめの根絶に集中的に取り組んでいます。

　いじめに遭ったり、気が付いたりしたら、一人で悩まずご

相談ください。

○埼玉いのちの電話

　こどもライン（１８歳以下）　０４８－６４０－６４００

　（金・土のみ　１５時～２１時３０分）

　相談電話　 ０４８－６４５－４３４３

　　　　　　（２４時間３６５日対応）

○さいたまチャイルドライン

　（毎日／年末年始を除く　１６時～２１時）

　子供専用（１８歳以下）　０１２０－９９－７７７７

○埼玉県こころの電話

　（平日／土・日・祝日・年末年始を除く　９時～１７時）

　　　０４８－７２３－１４４７

○子どもの人権１１０番 

　※さいたま地方法務局人権擁護課所管（月～金／祝

　　日・年末年始を除く　８時３０分～１７時１５分）

　　　０１２０－００７－１１０

お問合せ

埼玉県県民生活部青少年課　 ０４８－８３０－５８５８

な や み ゼ ロ ゼ ロ

ハ ロ ー 　 　 　さ い の く に

こ  こ  ろ 　   お  は  な  し

　児童虐待問題に対する社会的関心の喚

起を図るため、厚生労働省では毎年１１

月を「児童虐待防止推進月間」と定め、

集中的な広報・啓発活動を実施していま

す。

　本村でも要保護児童の早期発見やその

１１月は、児童虐待防止推進月間です
～さしのべて あなたのその手 いちはやく～　適切な保護を図るため、平成１７年度に東秩父村要保護児

童対策地域協議会を設置しこの問題に対応しています。

　児童虐待に関する相談や通告は、住民福祉課（ 　８２－

１２２１）または、児童相談所全国共通ダイヤル１８９

（いちはやく）へお寄せください。連絡は匿名で行うこと

が可能です。また、連絡者や連絡内容に関する秘密は守ら

れます。



　

10
月
17
日
（
月
）
、
東
秩
父
村

が
個
人
住
民
税
市
町
村
表
彰
を
受

賞
し
、
知
事
公
館
に
お
い
て
、
足

立
村
長
が
上
田
清
司
知
事
か
ら
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
本
表
彰
制
度

発
足
か
ら
７
回
目
の
受
賞
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
平
成
27
年
度
に

個
人
住
民
税
の
納
税
率
な
ど
で
高

い
成
果
が
あ
っ
た
県
内
の
自
治
体

を
表
彰
す
る
も
の
で
、
税
収
確
保

対
策
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

個
人
住
民
税
市
町
村
表
彰
受
賞

も
の
で
す
。
５
部

門
13
市
町
村
が
受

賞
し
、
そ
の
中
の

納
税
率
部
門
で
の

受
賞
と
な
る
東
秩

父
村
の
納
税
率
は

県
内
で
最
も
高
く
、

現
年
課
税
分
の
納

税
率
が
１
０
０
％
、

滞
納
繰
越
分
の
納

税
率
が
76
・
４
％
、

現
年
滞
納
繰
越
合

計
の
納
税
率
が
99

・
９
％
と
県
内
市

町
村
の
第
１
位
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
実
績
を
残
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
も
、
村
民
の

皆
さ
ま
の
納
税
に
対
す
る
深
い

ご
理
解
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ

り
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
公
平
公
正
な
賦
課
徴

収
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　去る９月１５日、さいたま市民会館おおみやにおい
て平成２８年度第４２回埼玉県民生委員・児童委員大
会が開催され、本村民生委員・児童委員の鈴木洋三さ
ん（御堂）、若林雪子さん（御堂）、吉野節子さん（安戸）
が「民生委員・児童委員功労賞」を受賞しました。こ
れは、民生委員・児童委員としての在職期間が１７年
以上で、これまでの地域活動実績が良好な委員が対象
となり、平成１０年１２月より民生委員・児童委員と
して地域または県協議会で積極的な活動が評価され受
賞となりました。

鈴木洋三さん、若林雪子さん、吉野節子さん

民生委員･児童委員功労賞
を受賞

　人間の目には『角膜』という、光を通す働きをし

ている部位があります。病気やけがで角膜が濁った

り変形したりすると視力が低下したり見えなくなっ

たりしますが、透明で正常な角膜を移植することに

より、光を取戻し再び豊かな生活を送ることができ

ます。

　角膜移植は死後、『献眼』（眼球をアイバンクに

寄付して、その角膜を移植に使ってもらうこと）に

より提供された角膜を使用して行います。献眼に年

齢や近視・遠視・乱視・老眼等は関係ありません

（状態によってはできない場合があります）。

　現在、埼玉県はアイバンクへの献眼登録者数が少

ないのが現状です。多くの人に希望を与える『光の

提供』にご協力をお願いします。

まずは、質問からしてみてはいかがでしょうか。

問合せ・申込み

　（公財）埼玉県賢・アイバンク協会

　　 　０４８－８３２－３３００

　　　（平日　午前９時～午後５時）

　※上記以外

　　さいたま赤十字病院

　 （夜間・休日受付）

　　 　０４８－８５２－１１１１

向
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っ
て
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ら
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野
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ん
、
鈴
木
さ
ん
、

若
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さ
ん

アイバンクへ献眼登録をお願いします

－目の不自由な人のために愛の光を－－目の不自由な人のために愛の光を－

▲



　１０月１日（土）運動会が行われました。天候

にも恵まれ、園児は練習の成果を十分に発揮し、

各競技を元気に披露してくれました。

　１０月１４日（金）ひまわり、ちゅうりっぷ組

の園児は、みどうの杜へ訪問してきました。ソー

ラン節の踊りや保育園で歌っている曲を披露し、

自分たちで制作した手裏剣をプレゼントしたりし

て、楽しく交流してきました。

城 山 保 育 園

　保育園ってどんな所？保育園での生活を
のぞいてみたい方はいませんか！親子での
見学を受け付けていますので、城山保育園
までお問合せください。

問合せ　城山保育園　 ８２－１２３４

※時間は全日午前１０時～１１時３０分です。

�１０月１９日にはおいもケーキ
を作りました！お子さんだけでな
く保護者も大喜び。
　美味しくってほっぺが落ちちゃ
うよ～と言わんばかりの笑顔を見
せてくれました。

　子育て支援センターは子どもたちだけでなく保護者の皆さん
も安らげる憩いの場です。子育てのおもしろさや大変さを話し、共
共有することで、より良い子育てができるようになっていくと
考えます。
　そこのママさん？パパさん！「知らない人ばかりで怖くてい
けない」と思わず、まずはお出かけください。皆さん初めはそ
うでしたよ＾ ＾心温かい先生たちもお待ちしています！

問合せ　　子育て支援センター　  ８２－０６０１ 

子育て支援センターだより
　子育て支援センターは、就学前

のお子さんと保護者の方が気軽に

参加できるサロンです。

　１歳未満のお子さんも大歓迎で

す！

  期　日

11月  9日

　　16日

　　24日

　　30日

　事  業  名

あそびの教室

のびのび広場

育児サロン

のびのび広場

     場         所

保健センター

子育て支援センター

保健センター

子育て支援センター

   内         容

七五三の袋製作

おにぎりパーティ

パラシュートあそび

運動あそび

◆採用予定年月日　平成２９年４月１日　

◆採用予定人数　保育士　若干名

◆受験資格　保育士　・昭和６１年４月２日以降に生まれた

　人で、保育士資格を持っている人、または平成２９年３月

　末までに資格取得見込みの人

　※次のいずれかに該当する人は受験できません。

　ア　日本国籍を有しない人

　イ　地方公務員法第１６条に規定する欠格条項に該当する人

◆試験の方法

　１　第１次試験（教養試験及び作文試験）

　　　主に公務員として必要な一般的知識および知能を判断

　　　するため、それぞれ最終学歴に応じた筆記試験（択一

　　　式）および作文試験を行います。

　　　①期日　平成２８年１１月２７日（日）

　　　②場所　東秩父村役場

　２　第２次試験（面接試験）

　第１次試験合格者のみ面接方式により実施します。

　①期日 平成２８年１２月下旬を予定

　②場所 東秩父村役場

◆受験手続

　ア　応募書類

　　　職員採用試験申込書（１０月３１日より役場総務課

村職員（保育士）を募集します村職員（保育士）を募集します

　　　に備えてあります。）

　イ　応募書類の請求

　　　役場総務課に請求してください。郵便による場合は、

　　　封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、

　　　返信用封筒（Ａ４サイズ）に切手１２０円分を貼り、

　　　同封してください。

　　　なお、試験運営の都合上、応募書類は２０人分まで

　　　・先着順とし、無くなり次第終了となります。

　ウ　申込手続

　　　申込書に必要な事項を記入し、役場総務課へ提出し

　　　てください。なお、郵便により申し込む場合は、封

　　　筒の表に「採用試験申込書在中」と朱書きしてくだ

　　　さい。申込者には後日受験票を郵送します。

　エ　受付期間

　　　平成２８年１０月３１日（月）から平成２８年１１

　　　月９日（水）まで（平日午前８時３０分から午後５

　　　時１５分まで）なお、郵送の場合は１１月９日まで

　　　の消印のあるものまで有効とします。

◆合格発表　平成２９年１月中に受験者全員に対して合否

　　　を通知します。

●問合せ先　総務課　 ８２－１２２６

村では、次のとおり平成２８年度東秩父村職員採用試験（２次募集）を行います。



　９月２８日（水）、スクールコーディネーターの関

根�義さん（御堂）の田んぼにて、槻川小学校５年生

が稲刈りを体験しました。

　雨上りで泥かった土に足をとらえられながらも、児

童の皆さんは稲刈りを真剣に取り組みました。そして、

うまく刈り取れると稲を高々と上げ、先生やギャラリ

ーに見せてくれた時の笑顔は凛々しかったです。

　田植えから稲刈りまで体験することにより、「食卓

にあるお米がおいしく食べられるのも、たくさんの人

が頑張ってくれたおかげなんだ」と米作りの大変さを

学んでくれたことでしょう。

ピックアップ村人ピックアップ村人ピックアップ村人
☆
学
校
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
着
任
し
て
良
か
っ
た
こ
と
、
つ
ら
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

「
お
じ
さ
ん　

今
年
の
新
米
美
味
し
か
っ
た
よ
！
」「
ど
ん
な
話
を
今
度
は
し
て
く

れ
る
の
?!
」
と
子
ど
も
た
ち
の
真
っ
直
ぐ
な
心
を
受
け
止
め
た
時
、
幸
せ
を
感
じ
る

ね
。

　

実
は
、
今
日
は
稲
刈
り
だ
！
と
予
定
し
て
い
た
日
の
天
候
が
悪
く
、
予
定
ど
お
り

い
か
な
い
と
「
や
き
も
き
」
は
す
る
。
で
も
ね
、
子
ど
も
た
ち
に
感
謝
さ
れ
る
と
嫌

な
こ
と
も
全
部
吹
っ
飛
ぶ
ん
だ
。

☆
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
こ
と
で
、
逆
に
学
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

毎
年
い
ろ
ん
な
性
格
の
子
が
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
る
ね
。
自
分
で
は
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
熱
心
に
質
問
さ
れ
る
と
ま
た
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。

「
向
上
心
」
で
わ
く
わ
く
す
る
よ
。

☆
今
後
の
活
動
を
と
お
し
て
、
村
の
子
ど
も
た
ち
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

「
東
秩
父
村
の
文
化
」
を
も
っ
と
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
よ
。
こ
の
村
の
歴

史
を
ど
ん
ど
ん
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
古
き
を
た
ず
ね
て
新
し
き
を
知

る
」
、
つ
ま
り
は
「
温
故
知
新
」
だ
。
活
動
を
と
お
し
て
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の

村
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
、
ず
っ
と
住
み
続
け
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
今
の

子
ど
も
が
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
な
っ
た
時
、
そ
の
子
ど
も
も
村
を
愛
せ
る
よ
う
に
、

今
知
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
私
の
生
き
て
き
た
役
割
だ
と
思

う
よ
。

！！

槻川小学校だより「つきがわ」
広報「東ちちぶ」へ出張版

－かしこく なかよく げんきよく－

春からすくすく育った稲が収穫の時期を迎えました

＝槻川小学校５年生が稲刈りに挑戦＝

　
　
　
　
　

さ
ん
（
78
歳
・
御
堂
在
住
）
、
東
秩
父
村

学
校
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
８
年
目
に
な

る
。

�

学
校
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
、
地
域
に
開
か

れ
た
魅
力
あ
る
学
校
作
り
の
視
点
か
ら
、
教
科
な
ど
学

習
指
導
や
郷
土
を
知
る
体
験
教
育
な
ど
を
通
し
て
、
い

き
い
き
と
学
ぶ
子
ど
も
の
育
成
を
手
助
け
す
る
方
々
。

�
　

さ
ん
は
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し
て
お
り
、
毎

年
小
学
校
５
年
生
に
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
の
体
験

を
と
お
し
て
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

な
み
な
み
な
ら
ぬ
情
熱
を
持
っ
た
方
で
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
際
も
、
確
固
た
る
信
念
を
表
現
す
る
ト
ー
ク

に
魅
せ
ら
れ
た
。



白
石
短
歌
会
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〜
・
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
〜
・
〜
〜
・
〜
・
〜
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み
ど
う
の
杜
俳
句
会

●第１５回ふるさと商工祭
　コミュニティセンター前

　１１月２日（水）

　午前１０時～午後７時

●御堂・萩平地区　八幡山神社
　【獅子舞】　１１月３日（祝・木）

　午前１１時～午後２時

　（祭典：１２時３０分～）

�※笠鉾は行いません。

●坂本地区　坂本八幡大神社
　【神代里神楽】　１１月３日（祝・木）

　午前１０時～午後４時

　（祭典：午前１１時～正午）

村内各地で秋の
お祭りを
開催します

●皆谷

　・朝日根地区　
　朝日根八幡神社

　【獅子舞】　１１月３日（祝・木）　

　午前８時～午後３時３０分

　（祭典：午前９時～、白刀：午後２時）

●大内沢地区　
　大内沢浅間神社
　【獅子舞】　１１月６日（日）　

　午前１０時３０分～午後４時

　（祭典：午前９時～）

　時間等、変更になる場合があります。

詳しくはお問合せください。

問合せ　産業建設課　８２－１２２３
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・

～ 今月の
　おすすめ本～

《死んで
　　いない者》
第154回芥川賞受賞作

【内容紹介】
　秋のある日、大往生を遂げた男の
通夜に親類たちが集った。子ども、
孫、ひ孫たち30人あまり。
　一人ひとりが死に思いをめぐらせ、
互いを思い、家族の記憶が広がって
ゆく。生の断片が重なり合って永遠
の時間が立ち上がる奇跡の一夜。

庭
石
に
む
く
げ
咲
い
て
は
こ
ぼ
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
根
ケ
フ

曼
珠
沙
華
田
ん
ぼ
の
畦
を
被
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
田　

と
り

山
法
師
じ
く
持
て
ば
実
の
重
た
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

き
み

畑
中
の
草
に
混
じ
り
て
赤
ピ
ー
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
西
カ
ナ
メ

赤
と
ん
ぼ
朝
の
川
面
に
揉
み
合
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

ト
ヨ

こ
ほ
ろ
ぎ
の
跳
ん
で
来
て
ひ
げ
動
か
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

芳

雨
上
り
法
師　

す
ぐ
鳴
き
出
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野
は
つ
志

田
ん
ぼ
縁
り
い
な
ご
飛
び
合
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
の
沈
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
田　

静
枝

秋
雨
の
つ
づ
き
折
り
溜
む
千
羽
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

ツ
子

二
階
ま
で
蔓
伸
び
実
る
ゴ
ー
ヤ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

好
子

山
法
師
実
の
赤
く
な
り
垂
れ
下
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

啓
子

曼
珠
沙
華
ふ
れ
あ
ひ
広
場
の
土
手
真
つ
赤

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

ひ
ろ

嵐
過
ぎ
山
路
に
葛
の
花
紅
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口
利
江
子

運
動
会
園
児
走
ら
ず
石
拾
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
竹　

祐
也

秋
雨
の
田
に
三
体
の
案
山
子
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
島
さ
き
子

虫
の
声
響
き
我
家
の
夜
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
口　

真
吾

台
風
過
流
木
か
か
る
冠
水
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮　
　

勉

こ
ぼ
れ
つ
つ
尚
紅
く
熟
れ
山
法
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部
富
美
子

運
動
会
地
区
ご
と
テ
ン
ト
張
り
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

厚
子

空
青
し
本
丸
跡
に
小
鳥
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
雁　

功
子

初
物
の
里
芋
頬
張
り
朝
の
卓

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

利
雄

十
六
夜
や
水
音
響
く
村
は
ず
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

美
子

八
十
年
ぶ
り
に
生
ま
れ
し
男
の
子
は
や

小
学
生
と
な
り
て
頼
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

京
子

こ
の
ほ
か
に
道
な
ど
な
し
と
云
ひ
聞
か
せ

八
十
年
を
経
て
米
寿
祝
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
美
枝
子

秋
茗
荷
籠
に
背
負
ひ
て
谷
川
の

水
に
洗
ひ
し
日
の
遠
か
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

美
江

賜
は
り
て
秋
を
先
取
り
革
茸
の

カ
レ
ー
に
う
ど
ん
日
変
り
美
味
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

礼
子

栗
お
こ
わ
と
お
茶
を
供
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　

逢
い
た
し
と

切
に
祈
れ
ど
夢
に
も
出
で
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
阿
里
子

か
か
し

や　

そ個
人
の
部
門 

（
俳
句
）

愛
づ
る
義
の
媽
ゞ
に
廻
り
し
敬
老
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
家
明
珠
理

敬
老
会
祝
ぎ
の
写
真
の
若
か
り
し

秋
雨
や
昼
を
灯
し
て
文
を
書
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
田　

公
子

ほ

と
も



人　

権　

シ　

リ　

ー　

ズ
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・

　

今
年
の
夏
も
、
痛
ま
し
い
事
件
が

起
き
た
。
中
学
生
を
含
む
４
〜
５
人

の
グ
ル
ー
プ
が
16
歳
の
少
年
に
暴
行

を
加
え
、
河
川
に
放
置
し
て
逃
げ

た
。
「
メ
ー
ル
や
電
話
を
し
て
も
、

無
視
を
し
た
か
ら
・
・
」
と
言
う
。

た
わ
い
も
な
い
理
由
で
人
の
命
を
奪

っ
て
し
ま
う
、
こ
の
よ
う
な
事
件
が

あ
と
を
た
た
な
い
。
他
人
ご
と
で
は

な
い
。
こ
の
小
さ
な
村
、
小
規
模
で

落
ち
着
い
て
い
る
学
校
で
も
、
い
つ

起
き
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
下
に
あ

る
こ
と
を
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
再

認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
９
月
に
行

わ
れ
た
校
長
会
で
、
「
情
報
は
自
ら

取
り
に
行
く
！
校
内
巡
視
を
日
々
行

子
ど
も
の
何
気
な
い
つ
ぶ
や
き

え
ば
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
情
報
は
入

っ
て
来
る
も
の
だ
。
情
報
は
座
っ
て

待
つ
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
取
り
に

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
忙
し
い
時
に

こ
そ
問
題
が
起
こ
り
や
す
い
。
教
職

員
の
意
志
統
一
を
一
層
お
願
い
し

た
い
。」
と
話
し
た
。

　

以
前
読
ん
だ
「
世
界
通
信
教
育
情

報
埼
玉
版
」
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

「
子
ど
も
が
ど
ん
な
に
悩
み
、
真
剣

に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を
だ
し
て
も
、

そ
れ
を
受
け
止
め
る
先
生
や
親
、
大

人
た
ち
の
ア
ン
テ
ナ
が
、
子
ど
も
に

正
対
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
感
度
が

鈍
っ
て
い
た
ら
事
態
は
深
刻
で
あ
る
。

先
生
に
は
、
子
ど
も
の
何
気
な
い
つ

ぶ
や
き
、
声
の
強
弱
、
ち
ょ
っ
と
し

た
眼
の
動
き
、
表
情
等
か
ら
、
子
ど

も
の
訴
え
や
悩
み
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
敏
感

に
キ
ャ
ッ
チ
す
る
心
の
ア
ン
テ
ナ
を

高
く
掲
げ
て
欲
し
い
も
の
だ
。
」
こ

れ
を
読
ん
で
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で

あ
る
と
痛
感
し
た
。
教
師
と
生
徒
の

日
々
の
信
頼
関
係
の
大
切
さ
。
ご
家

庭
で
も
子
ど
も
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変

化
を
見
逃
さ
な
い
で
欲
し
い
。

　

今
こ
そ
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

「
や
る
べ
き
こ
と
」
を
お
互
い
が
再

確
認
し
、
３
者
が
連
携
し
あ
う
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

教
育
長　

根
岸　

敏
夫

【あなたの日常は？】
　主人と一緒に、村内で喫茶店を経営
しています。土日祝日は仕事なので、
子どもたちとの時間がとりづらいです
が、主人と家事を分担しながら、一緒
に過ごす時間を持つようにしています。

【今後の男女共同参画社会に望むことは？】
　この男女共同参画も含め、さまざま
な取り組みが周知されると、女性の社
会復帰にもつながると思います。支援
内容や活用している方の話を見聞きす
る場が身近に増えることを望みます。

＊男女共同参画担当から一言
　絵美さんの男女共同参画に寄せるご
意見、大変参考になります。働く女性
やイクメンパパが自分の体験談などを
気軽に話せるスペース、「カフェ企画」
などが楽しいかもしれませんね。
　他方面からも意見をつのり、支援を

強化できるよう、考えていきます。

☆いき
いき男

女☆

地域おこし協力隊通信
東秩父を全

力応援！

大字御堂在住

福島　絵美さん

（年齢３６歳）

ふくしま　  え    み

※顔はご本人の希望に
　より、似顔絵になっ
　ています。

▲細川紙ちぎりアートの展示風景

　：周囲は紙絵部門の作品

　先日、東京都美術館で開催された第50回記念創展での細川紙ちぎりアート展示を見学してきました！

　実際に見に行かれた方からは、村の美しい景観は来場者の目を引き、興味深く眺めている方が多かったと感

想をいただきました。

　来場者は例年より多く8日間で約4,000人が訪れ、特別作品のちぎり絵と

新設した紙絵部門は多くの反響があったようです。事務局長の嶋田さん

（御堂出身）は和紙が文化遺産になったことを多くの方に知ってもらえた

なら嬉しいと話されていました。

　紙絵部門の作品からは、質感や雰囲気まで感じ取れるような表現や、和

紙の多様な楽しみ方・使い方を知ることができました。

　「私も貼ったよ！」「嬉しい！感動して鳥肌が立ちました！」など反響

をいただき、小さな一歩を積み重ねていくことの大切さと、みんなで生み

出す楽しさを多くの方と共有できたと感じます。応援・ご協力ありがとう

ございました。



来月号は６０周年記念・新和紙の里の紹介です

産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116

11
月
は
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
５
期
の
納
期
で
す

　　　１２月１日は「世界エイズデー」です！
「知っていても、わかっていても　ＡＩＤＳ　ＩＳ　ＮＯＴ　ＯＶＥＲ」

　
　治療法の進歩により、エイズの原因ウイルスであるＨＩＶ（ヒト免疫不全ウ

イルス）に感染したＨＩＶ陽性者が長く生きていくことが期待できるようにな

りました。これは、社会的に既に多くのＨＩＶ陽性者が働き、学び、生活して

いることを示しています。

　効果的なＨＩＶ感染予防対策を実践するためには、一人ひとりが、「予防、

治療、支援、理解」という具体的行動をとることが求められています。

● 東松山保健所ではＨＩＶ抗体検査を実施しています！

【通常検査】

　日　時　毎月第１月曜日　午前９時３０分～１０時３０分

　項　目　ＨＩＶ、クラミジア、梅毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎

　結　果　翌週の火曜日以降

　費　用　無料（クラミジア検査のみ有料で、１，８４０円かかります）

【即日検査】

　日　時　毎月第３木曜日　午後１時～２時　　　項　目　ＨＩＶ

　結　果　採血後１時間　　　　　　　　　　　　費　用　無料

　○いずれも場所は埼玉県東松山保健所です。

　○検査を御希望の場合には予約が必要です。気軽にお問合せ、御相談ください。

　＜御予約・お問合せ・御相談＞

 　埼玉県東松山保健所　保健予防推進担当　  ２２－０２８０

　　　目の不自由な方の職業自立をめざして
ー県立特別支援学校塙保己一学園（盲学校）高等部専攻科入学希望者の募集―

　同校高等部専攻（３年課程）では、視覚障害（全盲または弱視）の１０代か

ら５０代の方が、あん摩・マッサージ・指圧、はり、きゅうの技能を習得して

います。卒業後には国家試験の受験資格が得られ、免許取得後は病院や介護施

設等への就職、治療院開業、進学等の道が開けます。

選考日　「第１次募集」１２月２日（金）

　　　　「第２次募集」平成２９年２月１３日（月）

　　　　※第１次募集で募集人員に達した場合は、第２次募集を行いません。

対　象　県内在住で次の条件のいずれにも該当する方

　　　　　両眼の矯正視力がおおむね０．３未満の方、または、矯正視力が

　　　　　０．３以上の方で、盲学校の教育を受けることが適当であると判断

　　　　　できる方（なお、身体障害者手帳を未取得の方も含みます）

　　　　　高等学校を卒業した方、もしくは、平成２９年３月卒業見込みの方、

　　　　　またはこれらの者と同等以上の学力があると認められる方

相談・見学　随時お受けします。詳しいことは、本校高等部専攻科教育相談担

　　　　当までお問合せください。

問合せ　県立特別支援学校塙保己一学園（盲学校）高等部専攻科

　　　　　 ０４９－２３１－２１２１

 平成28年度精神障害者地域移行支援事業  講演会

　精神障がいのある人の地域支援などについて医師や専門家からお話を伺いま

す。

日　時　１２月１日（木）午後２時～４時３０分

場　所　ときがわ町文化センター（アスピアたまがわ）

参加費　無料

講　師　大平　英範　氏　（東松山病院　精神科医）　

　　　　三村　卓巳　氏　（埼玉県済生会鴻巣病院　支援部長）　　

お申込み・お問合せ　　

　　　　東松山市総合福祉エリア（総合相談センター）　 ２１－５５７０

　平成28年度　第2回
"ココロをつなぐ芸術展"
　比企地域の精神障がい当事者の人たち
が自己表現したアート展を開催します。
日　時　１２月１日（木）～４日（日）
　　　　午前９時～午後５時
場　所　ときがわ町文化センター
　　　　（アスピアたまがわ）
入　場　無料
お申込み・お問合せ　　
比企生活支援センター　  81ー7145

12月４日から10日までは「人権尊重社
会をめざす県民運動強調週間」です！
 
　児童・高齢者に対する虐待、女性に
対する暴力、障害のある方への差別な
ど様々な人権問題が増加しています。
またインターネットを悪用した人権侵
害やヘイトスピーチなど新たな人権問
題も発生しています。
　「人権尊重社会をめざす県民運動」
は、「すべての県民がお互いの人権を
尊重しながら共に生きる社会」を実現
するため、県・市町村はもちろん県民
総ぐるみで取り組む運動です。

　　防衛省募集案内
１１月熊谷地域事務所説明会のご案内

日　時　１１月２０日（日）

　　　　午前１０時～午後７時

場　所　自衛隊埼玉地方協力本部

　　　　熊谷地域事務所

※細部については下記の問合せ先まで

　ご連絡ください。

問合せ　自衛隊埼玉地方協力本部

　　　　熊谷地域事務所

　　　　　 ０４８－５２２－４８５５

厚生労働大臣認可

　　 標準営業約款制度
［Ｓマーク］をご存じですか！
　標準営業約款制度は、法律で定めら
れた消費者（利用者）擁護に資するた
めの制度です。
　厚生労働大臣認可の約款
に従って営業することを登
録した、「理容店」、「美
容店」、「クリーニング店」、「めん
類飲食店」、「一般飲食店」では、店
頭にＳマークを掲げています。
　登録店は、安心・安全・衛生を約束
する信頼できるお店です。　　　　
　詳しくは、（公財）埼玉県生活衛生
営業指導センター（   048-863-1873 ）
までお問合せください。



※記事の問合せは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777
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　　　            11月の休日当番医　
◎診療時間：午前9時～午後5時

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。
   受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

心配ごと相談・行政相談
　合同相談所の開設

　日常生活でお困りの人は、相談所
を開設しますので、おでかけくださ
い。相談は無料で秘密厳守のうえ受
け付けています。�
日　時　１１月１６日（水）
　　　　午後１時～３時まで
場　所　役場１階　中会議室
問合せ　社会福祉協議会　 82-1238
　　　　役場総務課　　　 82-1226

農地を農地以外に使用する場合には許可が必要です！

　　　　　乳　幼　児　健　康　診　査
日　時　１１月１５日（火）午後１時～１時３０分受付

場　所　保健センター

対象者　３～４ヶ月児　　平成２８年７月   １日 ～ 平成２８年８月３１日生

　　　　９～１０ヶ月児　平成２８年１月   １日 ～ 平成２８年２月２９日生

　　　　１歳６ヶ月児　　平成２７年３月２１日 ～ 平成２７年５月１５日生

　　　　２歳６ヶ月児　　平成２６年３月２１日 ～ 平成２６年５月１５日生

　　　　３歳６ヶ月児　　平成２５年３月２１日 ～ 平成２５年５月１５日生

 持ちもの

　３～４ヶ月児、９～１０ヶ月児：母子手帳、問診票

　１歳６ヶ月児、２歳６ヶ月児、３歳６ヶ月児：母子手帳、問診票、普段使

　っている歯ブラシとコップ

 ※前回受診できなかった方もお出かけください。

 ※対象者には個別通知いたします。

 問合せ　保健センター 　 ８２－１５５７

　３日　瀬川病院（内科・外科）　　　　　　小川町　　　　　72-0328

　６日　ほしこどもおとなクリニック　　　　東松山市　　　　24-0753

　　　　　　　（小児科・内科・アレルギー科）

１３日　樺澤内科医院　　　　　　　　　　　東松山市　　　　23-5813

　　　　　（内科・小児科・循環器科・呼吸器科）

２０日　松山クリニック（内科）　　　　　　東松山市　　　　22-6955

２３日　たばた小児科（小児科）　　　　　　吉見町　　　　　54-8822

２７日　いちごクリニック　　　　　　　　　東松山市　　　　36-1115

　　　　（内科・小児科・胃腸科・アレルギー科）

彩の国教育の日　検 索

　 １１月は「労働保険適用促進強化期間」です
　労働保険は労災保険と雇用保険の総称で、政府が管理運営している強制加入
の保険制度です。
　労働者が業務上負傷した場合、労働者が失業した場合等に必要な保険給付を
行っています。
　労働保険は、原則として労働者を１人でも雇用していれば、加入手続きを行
い、労働保険料を納めなければなりません。
　まだ、加入されていない事業主の方は、速やかに加入の手続きを行うようお
願いいたします。
　なお、手続き指導および加入勧奨によっても、自主的な加入手続きを行わな
い事業主に対しては、強制的な加入を含めた対策を実施しています。
　詳しくは、最寄りの労働基準監督署または公共職業安定所または埼玉労働局

労働保険徴収課（ 　０４８－６００－６２０３）におたずねください。

　　　　１１月１日は「彩の国教育の日」
　県では、教育に関する理解を深めていただくため、１１月１日を「彩の国教
育の日」、１１月１日から７日までを「彩の国教育週間」としています。
　期間中は、県や市町村、学校、社会教育施設、各種団体等で、学校公開や親
子向け体験教室などの事業を多数実施しています。ぜひ御参加ください。

　詳しくは県ホームページを御覧ください。

問合せ　教育委員会事務局 　８２－１２３０

　　　　埼玉県教育局家庭地域連携課　０４８－８３０－６９７６

埼玉県立熊谷特別支援学校第49回夢祭

～夢と希望の光　楽しさあふれる夢祭～
　熊谷特別支援学校で文化祭（夢祭）
を開催します。
　子どもたちの日頃の学習成果をぜひ
ご覧ください！
日　時　１１月１９日（土）
　　　　午前９時30分～午後２時15分
場　所　埼玉県立熊谷特別支援学校
内　容　作品展示、ステージ発表、学
　　　　年・グループでの催し物中等
　　　　部・高等部作業学習の製品頒
　　　　布　など
問合せ　埼玉県立熊谷特別支援学校
　　　　　 ０４８－５３２－３６８９

ドリーム

  人権週間記念イベント
「ヒューマン　スクウェア」の開催
 
　人権尊重社会をめざす県民運動強調
週間での記念事業として開催します。
日　時　１２月３日（土）
　　　　午前９時～午後１０時
場　所　イオンレイクタウン
　　　　kaze翼の広場
内　容　①サヘル・ローズさんによるト
ークショー②人権パネルの展示③子供向
け工作コーナー④人権啓発DVDの上映
⑤コバトン、さいたまっちとのふれあい
その他　入場無料
問合せ　県人権推進課   048-830-2258

埼玉県立東松山特別支援学校
学校公開日のお知らせ
　本校は、知的障害のある児童生徒が
学んでいます。多くの皆さまに本校の
様子を知っていただきたく、下記のと
おり「学校公開」を実施します。この
機会にぜひご来校ください。
日　時　１１月１８日（金）
　　　　午前１０時～正午
場　所　埼玉県立東松山特別支援学校
　　　　（東松山市野田１３０６－１）
内　容　学校概要説明会および授業公開
参観申込み・問合せ
　　　　埼玉県立東松山特別支援学校　
　　　　教頭　  ２４－２６１１　



世帯と人口
世 　 帯 　 1 , 0 9 0 　
人 　 口 　 3 , 0 0 9
　 男 　 　 1 , 5 0 9
　 女 　 　 1 , 5 0 0

転 入    6  転 出   5
出 生    0  死 亡   4
※世帯と人口は10月１日現在

その他は９月中のうごきです。

９月中の人口動態土木工事等のお知らせ

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２　

　１１月１日現在、村内で発注されている道路工事等
です。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解ご協力を
お願いいたします。

県発注工事等
・社会資本整備総合交付金（急傾斜地）工事
                       （宿詳細設計業務委託）【安戸地内】
・社会資本整備総合交付金（急傾斜地）工事
                       （宿地質調査業務委託）【安戸地内】
・砂防施設工事（地すべり観測業務委託その２）
                                                        【坂本地内】
・社会資本整備総合交付金（砂防）工事
           （地すべり観測業務委託その２）【坂本地内】
・道路環境整備工事（側溝整備）坂本工区
                                                        【坂本地内】
・河川改修（水辺）工事（槻川護岸工）  【坂本地内】

村発注工事等
・（社資）村道１－１号線（陣川橋）
                 ほか２橋補修設計業務委託【御堂地内外】
・村道４１８３号（槻川西）線側溝整備工事
                                                        【御堂地内】
・村道２４１７号（中ノ反）線道路改築工事
                                                        【坂本地内】

　昭和６３年３月、「和紙製造所」が東秩父村に生

まれました。そして、平成３年８月に「株式会社東

秩父村和紙の里」となり、現在まで訪れた多くの人

々に笑顔をつくり、「記憶」に残ってきたと考えま

す。

　１０月３０日、人々に支えられ歩んできた「和紙

の里」が表紙のように生まれ変わりました。

　古い記憶は「思い出」として、新しい出発は「希

望」として。

　さあ、皆さん。新たな希望をいだき、和紙の里が

出発します。

あの日あの時見ていた
「風景」

記録としての広報

あの日あの時見ていた
「風景」

記録としての広報

▲リニューアル前の和紙の里の全体風景。あなたの「思い出」に刻んでおいてください。


